
2026 年 10 月 2 日 
アートアクアリウム銀座プロジェクト 

 

アートアクアリウム美術館 GINZA、ついにフィナーレへ。 

10 月 2 日より、銀座最後の企画展 

「銀座の金魚百華展」がスタート！ 

 

アートアクアリウム美術館 GINZA（所在地：銀座三越）は、2027 年 1 月 6 日をもって銀座三越での展示
を終了します。その後、2027 年に迎える誕生 20 周年に向け、新たな展開を予定しています。  

  
5 年余りにわたる銀座常設展のラストを飾るべく、2026 年 10 月 2 日より最後の企画展となる「銀座の金

魚百華展（ひゃっかてん）」を開催いたします！  
 

■銀座最後の企画展「銀座の金魚百華展」10 月 2 日(金)～2027 年 1 月 6 日(金)開催  

2022 年 5 月 3 日の開業以来、国内外から多くのお客さまにご来場いただき、四季折々の企画展示を通じ
て、金魚を主役とした独自のアート空間を銀座から発信してまいりました。これまでご来場いただいた皆さ
まをはじめ、当館の運営にご理解とご支援を賜りました関係者の皆さまに、心より御礼申し上げます。  

 
その感謝を込めて、2026 年 10 月 2 日（金）から 2027 年 1 月 6 日（水）までの期間、集大成となるラス

トシーズンが開幕！期間中は新たな体験をいただけるような様々な企画や、新たなコラボレーション企画も
予定しています。 すでにご来場いただいた皆さまはもちろん、まだご覧いただいていない皆さまにも、銀座
での展示の集大成を楽しんでいただければと思います！ 

PRESS RELEASE 



【特別企画「銀座の金魚百華展」展示作品のみどころ】 

●鮮やかな緑の青紅葉を纏う「金魚の石庭」2025 年制作  
岩に見立てた水の塊を表現した水槽作品と、その周囲を波のように竹のインスタレ
ーションが囲む金魚の石庭。上部を青紅葉が彩り、静けさと鮮やかさの同居する空
間を演出します。 
 
隈研吾氏・制作時コメント  
竹とアクリルの異なる素材の組み合わせにより、繊細さかつ軽やかさを表現。一本の大きな竹とアクリルによる
螺旋が中心に据えられ、その周囲を三つの小さな螺旋が取り巻き、金魚の優雅な動きと呼応するように、螺旋の
形態は空間に流動性とリズムを与えている。 観る角度や光の変化によって多様な表情を引き出し、金魚の姿が
水中で光を受けて揺らめくように、鑑賞者の移動とともに空間そのものが変容していく表現を試みた。  
 
●彼岸花咲く銀杏の小径「金魚の参道」2025 年制作  
銀杏や彼岸花が彩、秋色に染まる小径。鳥居に見立てた列柱の水槽群が連なる参道

が、その先の別世界へと皆様を誘います。 
 
 
●藤と花々が幻想空間に誘う「金魚の回廊」2022 年制作 
魔除けの花と言われる藤が降り、鮮やかな花が敷き詰められた回廊。紫色を基調と

した幻想的な光と花と金魚の共演する風景をお楽しみいただけます。 

（日比谷花壇プロデュース作品） 

 

●華やかに宴の余韻を引き立てる「超花魁-結-」2016 年制作 
咲き誇る桜の演出に包まれた大型水槽と、その中で艶やかに舞う無数の金魚たち。

その美しい競演が、会場内で最も華やかな世界を作り出します。 
 
 

●季節の花と金魚の共演を楽しむ「新金魚品評」2022 年制作 
季節の花々と金魚の共演を楽しめる、アートアクアリウムの一番人気エリア。秋の

期間は彼岸花が咲き、花の赤が金魚の赤や水槽を引き立てます。 
 
 
 
●「金魚屏風の間」2025 年制作 
観覧舞台に見立てた鏡面の上に立つ屏風上の水槽の空間作品。江戸期の屏風絵や歌

川国芳の浮世絵を投影した屏風状の水槽の中を金魚が泳ぎ、「金魚の描く江戸の風

景」が空間の中に広がります。 
 

 

●「NEO 花魁」2025 年制作 
アートアクアリウムを代表する大型水槽作品“花魁”を、鮮やかな光で美しい色彩を

表現するネオンアートで華やかに演出します。光彩に新たな現代アートの要素を取

り入れた、これまでにない光のアート作品です。  
 
 
●「花舞 HANAMAI」2024 年制作 
槽作品“花魁”が並ぶ空間を、様々な花で埋め尽くした華やかな空間作品。金魚と花
が共演する、優美で華やかな空間が広がる、華道家・假屋崎省吾氏による花の演出
作品です。 



■アートアクアリウムについて 

金魚泳ぐ水槽作品を光・香・音で演出する没入型エンターテインメント
アート日本の伝統と最先端のアートが融合する唯一無二の世界が広がる
“アートアクアリウム”では、江戸時代から続く金魚鑑賞という文化を、芸
術作品として現代に表現します。  

水槽作品の造形美、空間演出、そしてさまざまな美しさをもつ金魚たち
がつくりだす幻想空間が広がります。  

2007 年に東京で誕生以来、全国各地において期間限定イベントとして
開催、夏の期間は東京での開催が定着して親しまれてきました。2020 年
8 月には、初の常設美術館を東京・日本橋（東京都中央区）に開業、その後 2022 年 5 月に東京・銀座（東
京都中央区・銀座三越新館 8 階）に移転し現在営業中。 

2007 年以来、累計集客実績 1,300 万人（2025 年 10 月現在）を誇るエンターテインメント型美術館 IP で
す。  

 
 

施設概要 
 

施設名称  アートアクアリウム美術館 GINZA（英語表記：ART AQUARIUM MUSEUM GINZA） 
入館料  〈一般〉WEB チケット 2,500 円 / 当日券 2,700 円 
     〈学生（中学・高校・大学・専門)〉WEB チケット 2,200 円 ※WEB チケットのみ 

〈小学生以下〉一般/学生 1 名につき、小学生以下のお子様 2 名まで入場無料 
所在地  銀座三越新館 8 階（入口は 9 階）（東京都中央区銀座 4-6-16） 
アクセス  東京メトロ銀座線・丸の内線・日比谷線「銀座駅」直結 

東京メトロ有楽町線「銀座一丁目駅」（9 番出口）より徒歩 5 分 
都営浅草線・東京メトロ日比谷線「東銀座駅」銀座駅方面地下通路経由徒歩 2 分 
JR「有楽町駅」（中央口・銀座口）より徒歩 9 分 

営業時間  10：00～19：00（変更になる場合がございます）最終入場受付 18：00 
休館日  銀座三越の休館日に準ずる（加えて、メンテナンス等により不定期で休館の場合がござい
ます。詳しくは公式サイトをご確認ください） 
公式 HP  http://artaquarium.jp/ 
公式 SNS  Instagram  https://www.instagram.com/artaquarium_museum_official/ 

TikTok  https://www.tiktok.com/@artaquarium_tm_official   
Facebook https://www.facebook.com/artaquariumofficial 
X  https://twitter.com/artaquarium_jp 

ご注意事項  ベビーカーの持ち込み、ペットを連れての入場はできません。 
お荷物用のロッカーはございません。 

主催   株式会社 Kiranah Resort 
企画・制作  株式会社 Amuseum Parks 
運営   株式会社 Amuseum Parks 
協力   株式会社三越伊勢丹 銀座三越 
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